
 七 

日
本
の
人
形
劇
に
よ
る
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
上
演
記
録 

佐
々
木 

隆 

 

プ
ロ
ロ
ー
グ 

 

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
上
演
の
多
様
化
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

人
形
劇
を
取
り
上
げ
る
。
今
回
は
そ
の
記
録
を
時
系
列
で
取

り
合
上
げ
る
こ
と
と
し
た
い
。
日
本
の
人
形
劇
に
よ
る
シ
ェ

イ
ク
ス
ピ
ア
劇
上
演
記
録
だ
け
を
取
り
上
げ
る
試
み
は
お
そ

ら
く
本
邦
初
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
。
な
お
、
記

録
は
初
演
を
中
心
に
、
再
演
等
も
分
か
っ
た
範
囲
で
取
り
上

げ
た
。
劇
団
の
Ｈ
Ｐ
も
参
考
に
し
た
が
、
詳
細
が
分
か
ら
な

い
者
も
多
か
っ
た
。
上
演
劇
団
で
さ
え
も
あ
ま
り
ア
ー
カ
イ

ブ
を
整
備
し
て
い
な
い
こ
と
が
多
く
、
書
誌
や
上
演
史
な
ど

を
資
料
か
ら
捉
え
よ
う
と
言
う
研
究
分
野
で
は
大
き
な
課
題

で
あ
る
。な
お
、今
回
の
調
査
は
戦
後
か
ら
は
じ
め
た
た
め
、

戦
前
に
人
形
劇
に
よ
る
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
上
演
が
あ
っ
た

か
ど
う
か
は
、
定
か
で
は
な
い
。 

 

人
形
劇
に
よ
る
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
上
演
記
録 

 

『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
、
松
竹
系
因
会
、
大
西
利
夫
脚
色
、
西
亭

作
曲
、
楳
茂
都
陸
平
振
付
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
＝
玉
男
、
道
頓

堀
文
楽
座
、
一
九
五
六
年
七
月
五
日
～
二
十
九
日 

 

＊
文
楽 

 

『
人
形
芝
居
マ
ク
ベ
ス
』
、
ひ
と
み
座
、
倉
橋
健
訳
、
清
水

浩
二
演
出
、
東
横
ホ
ー
ル
／
第
一
生
命
ホ
ー
ル
、
一
九
六

一
年
五
月
十
六
日
～
十
九
日
、
二
十
四
日
～
二
十
六
日
／

八
月
下
旬
（
八
月
下
旬
に
つ
い
て
は
ひ
と
み
座
の
Ｈ
Ｐ
で

も
未
掲
載
） 

 
『
千
日
島
の
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
、
ひ
と
み
座
・
発
見
の
会
、
今

野
勉
・
佐
々
木
守
作
、
瓜
生
良
介
・
宇
野
小
四
郎
演
出
、

ハ
ム
レ
ッ
ト
＝
斉
藤
晴
彦
、
フ
ォ
エ
リ
ア
＝
三
輪
勝
恵
、



 八 

千
日
谷
公
会
堂
、
一
九
六
七
年
十
二
月
十
日
～
十
二
日
、

十
七
日
～
十
八
日 

 

『
人
形
劇
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
、
ひ
と
み
座
、
山
本
清
彦
脚
本
・

演
出
、
一
九
七
〇
年
（
月
日
に
つ
い
て
は
ひ
と
み
座
の
Ｈ

Ｐ
で
未
掲
載
） 

 

『
テ
ン
ペ
ス
ト
』
、
ひ
と
み
座
、
山
本
清
彦
脚
本
・
演
出
、

一
九
七
一
年
（
月
日
に
つ
い
て
は
ひ
と
み
座
の
Ｈ
Ｐ
で
も

未
掲
載
） 

 

『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』
、
ひ
と
み
座
、
勝
元
勝
人
演

出
、
一
九
七
一
年
（
月
日
に
つ
い
て
は
ひ
と
み
座
の
Ｈ
Ｐ

で
も
未
掲
載
） 

 

『
人
形
芝
居
マ
ク
ベ
ス
』
、
結
城
座
、
小
田
島
雄
志
訳
、
佐

藤
信
演
出
、
マ
ク
ベ
ス
＝
結
城
孫
三
郎
、
マ
ク
ベ
ス
夫
人

＝
中
村
邦
隆
（
結
城
雪
斎
）
、
結
城
座
、
一
九
八
二
年
四

月
十
日
～
十
一
日
、
十
六
日
～
十
八
日
、
二
十
三
日
～
二

十
五
日 

 

＊
糸
操
り
人
形 

 

『
人
形
芝
居
マ
ク
ベ
ス
』
、
結
城
座
、
小
田
島
雄
志
訳
、
佐

藤
信
演
出
、
結
城
座
、
一
九
八
四
年
一
月
七
日
～
八
日 

 

＊
糸
操
り
人
形 

 
 『

人
形
芝
居
マ
ク
ベ
ス
』
、
結
城
座
、
小
田
島
雄
志
訳
、
佐

藤
信
演
出
、
マ
ク
ベ
ス
＝
結
城
孫
三
郎
、
マ
ク
ベ
ス
夫
人

＝
富
田
直
美
（
結
城
雪
斎
）
、
武
蔵
野
芸
能
劇
場
、
一
九

八
五
年
四
月
十
三
日
～
二
十
九
日 

＊
糸
操
り
人
形 

 



 九 

『
あ
る
人
形
芝
居
の
一
座
に
よ
る
ハ
ム
レ
ッ
ト
』、結
城
座
、

福
田
善
之
構
成
・
演
出
、
武
蔵
野
芸
能
劇
場
、
一
九
八
六

年
一
月
十
二
日
～
二
十
六
日 

＊
糸
操
り
人
形 

 

『
人
形
芝
居
マ
ク
ベ
ス
』
、
結
城
座
、
小
田
島
雄
志
訳
、
佐

藤
信
演
出
、
武
蔵
野
芸
能
劇
場
、
一
九
八
七
年
四
月
十
一

日
～
二
十
六
日 

＊
糸
操
り
人
形 

『
リ
ア
王
』
、
ひ
と
み
座
、
斎
藤
勇
訳
、
伊
東
史
郎
台
本
・

演
出
、
リ
ア
王
＝
須
田
輪
太
郎
、
コ
ー
デ
ィ
リ
ア
＝
伴
道

子
、
俳
優
座
劇
場
、
一
九
八
八
年
六
月
～
七
月
（
上
演
日

に
つ
い
て
は
ひ
と
み
座
の
Ｈ
Ｐ
で
も
未
掲
載
） 

 

『
ハ
ル
と
フ
ォ
ル
ス
タ
ッ
フ
』
、
結
城
座
、
福
田
善
之
構
成
・

演
出
、
フ
ォ
ル
ス
タ
ッ
フ
＝
金
田
龍
之
介
（
客
演
）
、
武

蔵
野
芸
能
劇
場
、
一
九
八
九
年
年
一
月
十
四
日
～
二
十
九

日 ＊
糸
操
り
人
形 

 

『
リ
ア
王
』
、
ひ
と
み
座
、
伊
東
史
朗
演
出
、
俳
優
座
劇
場
、

一
九
八
九
年
五
月
二
十
三
日
～
二
十
五
日 

 

『
オ
セ
ロ
』
、
結
城
座
、
木
下
順
二
訳
、
福
田
善
之
演
出
、

シ
ア
タ
ー
・
サ
ン
モ
ー
ル
、
一
九
九
二
年
一
月
十
五
日
～

二
十
一
日 

＊
糸
操
り
人
形 

 

『
天
変
斯
止
嵐
后
晴
』
、
文
楽
（
テ
ン
ペ
ス
ト
）
上
演
委
員

会
他 

坪
内
逍
遙
訳
、
山
田
庄
一
脚
色
・
翻
案
、
鶴
沢
清

治
作
曲 

阿
蘇
左
衛
門
藤
則
（
プ
ロ
ス
ペ
ロ
ー
）
＝
吉
田

玉
夫 
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
・
グ
ロ
ー
ブ
座 

一
九
九
二
年
二

月
七
日
～
九
日 



 一〇 

 
＊
文
楽 

 

『
リ
チ
ャ
ー
ド
三
世
』
、
結
城
座
、
小
田
島
雄
志
訳
、
福
田

善
之
演
出
、
リ
チ
ャ
ー
ド
三
世
＝
結
城
孫
三
郎
、
ア
ン
＝

稲
垣
愛
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
・
グ
ロ
ー
ブ
座
、
一
九
九
三
年

五
月
十
九
日
～
二
十
三
日 

＊
糸
操
り
人
形 

 

『
テ
ン
ペ
ス
ト
』
、
結
城
座
、
小
田
島
雄
志
訳
、
福
田
善
之 

演
出
、
プ
ロ
ス
ペ
ロ
ー
＝
結
城
雪
斎
、
石
橋
蓮
司
、
本
多

劇
場
、
一
九
九
四
年
二
月
十
七
日
～
二
十
日 

＊
糸
操
り
人
形 

 

人
形
劇
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
、
ク
ラ
ル
テ
、
東
口
次
登
脚
色
・

演
出
、
テ
イ
ジ
ン
ホ
ー
ル
（
大
阪
）
、
二
〇
〇
一
年
十
月

四
日
～
六
日 

 

『
マ
ク
ベ
ス
』
、
ひ
と
み
座
、
松
岡
和
子
訳
、
友
松
正
人
台

本
、
藤
川
和
人
演
出
、
俳
優
座
劇
場
、
二
〇
〇
九
年
三
月

二
十
四
日
～
二
十
七
日 

 

『
天
変
斯
止
嵐
后
晴
』
、
国
立
文
楽
劇
場 

坪
内
逍
遙
訳
、

山
田
庄
一
脚
色
・
翻
案
、
鶴
沢
清
治
作
曲
、
国
立
文
楽
劇

場
（
大
阪
）
、
二
〇
〇
九
年
七
月
十
八
日
～
八
月
五
日 

『
天
変
斯
止
嵐
后
晴
』
、
国
立
劇
場 

坪
内
逍
遙
訳
、
山
田

庄
一
脚
色
・
翻
案
、
鶴
沢
清
治
作
曲
、
国
立
劇
場
小
劇
場
、

二
〇
〇
九
年
九
月
五
日
～
九
月
二
十
三
日 

 

『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』
、
ひ
と
み
座
、
藤
川
和
人
脚

本
・
演
出
、
人
形
劇
団
ひ
と
み
座
第
一
ス
タ
ジ
オ
、
二
〇

一
一
年
三
月
五
日
～
八
日 

 



 一一 

『
夏
の
夜
の
夢
』
、
結
城
座
、
小
田
島
雄
志
訳
、
加
藤
直
構

成
・
演
出
、
斎
藤
晴
彦
（
客
演
）
、
宮
本
裕
子
（
客
演
）
、

イ
ワ
ト
劇
場
、
二
〇
一
二
年
三
月
八
日
～
三
月
十
四
日 

＊
糸
操
り
人
形 

 

『
テ
ン
ペ
ス
ト
』
、
ひ
と
み
座
、
藤
川
和
人
脚
本
・
演
出
、

全
労
済
ホ
ー
ル
（
新
宿
）
、
二
〇
一
二
年
三
月
二
十
三
日
～

三
月
二
十
七
日 

 

『
不
破
留
寿
之
太
夫
』
、
国
立
劇
場
、
河
合
祥
一
郎
脚
本
、

鶴
澤
清
治
監
修
・
作
曲
、
豊
竹
嶋
大
夫
、
豊
竹
咲
大
夫
、

国
立
劇
場
小
劇
場
、
二
〇
一
四
年
九
月
六
日
～
二
十
二
日 

 

＊
文
楽 

 

『H
a
m

le
t

』
、
た
い
ら
じ
ょ
う
脚
本
・
演
出
、
宮
田
大
音
楽

構
成
、
東
京
文
化
会
館
、
二
〇
一
六
年
二
月
二
十
七
日 

 

『
リ
ア
王
』
、
ひ
と
み
座
、
斎
藤
勇
訳
、
伊
東
史
朗
脚
本
・

演
出
、
県
民
芸
術
み
ら
い
ホ
ー
ル
（
横
浜
）
、
二
〇
一
六

年
三
月
二
十
四
日
～
三
月
二
十
七
日 

 

『
リ
ア
王
』
、
ひ
と
み
座
、
斎
藤
勇
訳
、
伊
東
史
朗
脚
本
・

演
出
、
調
布
市
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
、
二
〇
一
七

年
二
月
四
日 

  

エ
ピ
ロ
ー
グ 

 

今
回
は
記
録
の
整
理
に
と
ど
め
る
が
、
今
後
特
に
注
目
し

て
き
た
い
の
が
、
文
楽
に
よ
る
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
（
一
九
五

六
年
）
、
『
天
変
斯
止
嵐
后
晴
』
（
一
九
九
二
年
、
二
〇
〇

九
年
）
、
『
不
破
留
寿
之
太
夫
』
（
二
〇
一
四
年
）
で
あ
る
。

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
文
楽
と
も
言
え
る
も
の
だ
。
人
形
劇
と
し

て
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
、
日
本
の
伝
統
芸
能
と
し
て
の
シ
ェ

イ
ク
ス
ピ
ア
の
二
つ
の
側
面
を
持
っ
て
い
る
。
日
本
の
人
形



 一二 

劇
史
を
意
識
し
な
が
ら
、
今
後
さ
ら
に
調
査
を
続
け
、
分
析

等
を
行
っ
て
い
き
た
い
。 

  

参
考
資
料 

 

佐
々
木
隆
『
日
本
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
上
演
年
表
（
増
補

改
訂
版
）
』
（
多
生
堂
、
二
〇
一
六
年
四
月
） 

佐
々
木
隆
『
日
本
の
沙
翁
劇
と
英
国
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

劇 

受
容
を
通
し
て
見
る
日
本
文
化
』
（
武
蔵
野
学
院

大
学
佐
々
木
隆
研
究
室
、
二
〇
一
六
年
七
月
） 

「
結
城
座
」 

(h
ttp

://w
w

w
.y

o
u

k
iza

.jp
/)(2

0
1
7
0
6
0
1
a
cce

ss) 

  

「
人
形
劇
団
ひ
と
み
座
」 
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茶
の
盛
衰 

 

林 
 

猛 

 

埼
玉
県
入
間
市
か
ら
東
京
都
青
梅
市
に
か
け
て
の
丘
陵
は

狭
山
茶
の
茶
畑
で
あ
る
。
四
月
末
か
ら
五
月
下
旬
に
か
け
て

燃
え
る
よ
う
な
新
緑
が
茶
畑
一
面
を
覆
う
。
柔
ら
か
い
澄
ん

だ
緑
が
新
茶
の
季
節
の
到
来
を
告
げ
る
。 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
で
収
穫
で
き
る
野
菜
や
果
物
、
魚
類
で

も
、
そ
の
年
の
一
番
先
の
も
の
が
珍
重
さ
れ
る
。
一
番
先
の

も
の
に
は
、
若
々
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
充
満
し
て
お
り
、
そ

れ
を
口
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
吸
収

す
る
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
て
の
こ
と
で
あ
る
。
健
康
が
保

て
て
長
寿
に
な
れ
る
と
い
う
思
考
が
働
い
て
い
る
。 

 

新
茶
の
時
期
に
な
れ
ば
販
売
店
を
持
つ
茶
園
で
は
、
新
茶

が
出
来
た
こ
と
を
幟
で
知
ら
せ
る
。
新
茶
を
友
人
や
親
戚
に

味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、
活
発
な
贈
答
が
行
わ
れ
る
。
古
茶

と
は
違
っ
た
若
々
し
い
緑
の
色
と
、
ほ
の
か
に
甘
い
茶
の
味

は
幸
せ
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
る
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
茶
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